
「作ヶ畬（さくがあらく）」小考2018/11/11 第２回方言漢字サミット

－地図に50年間載り続けた異表記－ 

稀少地名漢字リスト
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http://pyrite.s54.xrea.com/timei/


2

発表の趣旨
「畬」を用いる日本で唯一の地名
　作ヶ畬に現れた異表記
「　　」の謎を解く試み
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目次
● 「作ヶ畬」という小字
● ​2.5万地形図「八王子」の表記
● 新日本地名索引の誤り
● 「地名調書」
● 地形図以前の資料
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「作ヶ畬」という小字
東京都町田市相原町
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「作ヶ畬」という小字

作ヶ畬(さくがあらく)
※だいたいこのへん※

JR横浜線相原駅
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「作ヶ畬」という小字
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「作ヶ畬」という小字
● 作ケ畬　所在地　相原（町田市地名考（山岸義郎））

– 「サクガアラク」とは新しく開拓してから2年または3年たった田の
ことで雑草を焼き払い作った田をいう。別名「やきた」ともいう。
普通「アラク」というのは新開の畠・山畑・焼畑の意味である。
水田開発は画期的なことであったので地名になったのであろう。

● あらく（広辞苑第五版）
– （関東・東北地方で）荒地。また、新しく開いた畑や山畑。

動詞として、開墾する意にも用いる。
● 【畬】（全訳漢辞海第四版）

– ヨ〘名〙新たに開墾して三年たった耕作地。あらた。
– シャ〘動〙草を燃やし耕作地の肥料とする。



8「あらく」の字は正確には「入」の下に「番」と書く。
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2.5万地形図「八王子」の表記
● 地形図・地勢図図歴

– 国土地理院が発行した
地形図の履歴一覧

● ほぼすべて実見しました
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2.5万地形図「八王子」の表記
● 2014(平成26)年調製

– 現時点で最新の紙の地形図
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2.5万地形図「八王子」の表記
● 2007(平成19)年更新

– 注記がゴシック体で表記される最初の版



12

2.5万地形図「八王子」の表記
● 1976(昭和51)年第2回改測

– 1998(平成10)年修正測量まで長く使われた書体
– 横浜線が単線
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2.5万地形図「八王子」の表記
● 1966(昭和41)年改測

– 注記が現れた最初の版（位置が異なる）
– 書体も異なる
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2.5万地形図「八王子」の表記
● 1958(昭和33)年資料修正

– 地理調査所（国土地理院の前身）
– 同年2月、町田市誕生

● 南多摩郡堺村⇒町田市
– 人家も地名注記もない
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2.5万地形図「八王子」の表記
● 1966年～2014年まで、一貫して「　　」

「入」の下に「番」？ 
「人」の下に「番」？
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新日本地名索引の誤り
● 「新日本地名索引」アボック社出版局、1994年

– 2.5万地形図のすべての地名注記
（約38.5万件）の経緯度を示した労作

– 編者：金井弘夫（植物学者）
● 漢字や地名の専門家ではない
● 作業をしたのはアルバイトの学生

地名漢字　地名よみ　2.5万　市町村　県名　東経　北緯
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新日本地名索引の誤り
● 凡例（2.地名の配列）

– 講談社発行大字典(上田万年ほか.普及版第16版1976年)の
文字番号の順序に配列した。
大字典にない文字については近似の文字の番号に
枝番号を付けた。（略）

⇦目次
講談社大字典⇨
(第23刷 1985年)
…枝番号？
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この字形はどこから来たのか？

新日本地名索引の誤り
● 部首が「入」である根拠は薄い

– もしかして：等高線を「入」と見間違えた？
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「地名調書」
● 国土地理院が地名注記を記載する際、

市町村に提出を求める資料
– 居住地（大字・小字）や施設名、自然地名の

名称や読み方が記載されている
● 「地名調書（報告）」町田市、1975年

– 町田市役所が保管している地名調書のコピー
– 第2回改測時に作られたもの？



20

「地名調書」
● 町田市役所市政情報課 地名調書 1975(昭和50)年

??
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「地名調書」
● 国土地理院に聞いてみた
Q: 町田市の地名調書って保管してます？

A: 昭和51年と昭和41年があります
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「地名調書」
● 国土地理院所蔵 地名調書 1976(昭和51)年
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「地名調書」
● 国土地理院所蔵 地名調書 1966(昭和41)年
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「地名調書」
● 国土地理院に聞いてみた その２
Q:どういうことです？
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「地名調書」
● 国土地理院に聞いてみた その２
A: 昭和41年の調書では「人＋番」と記載されており、

これに基づき地形図には「人＋番」と記載しました。
昭和51年の調書では「余＋田」と記載されていました。
本来はここで地形図の記載を修正すべきでしたが、
担当者が変更を見落としてしまい、記載を修正せず
そのままにしていたと推定されます。
その後、今回ご指摘をいただくまで
間違いに気づきませんでした。
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「地名調書」
● 地形図の注記は昭和41年の地名調書が由来

– 昭和51年の字形は見落とされた
● 町田市も特に指摘してこなかった

● 　　の字形はどこから来たのか？
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地形図以前の資料
● 堺村全図 堺村誌、1962(昭和37)年7月
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地形図以前の資料
● 旧公図 町田市役所資産税課所蔵 1958(昭和33)年
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地形図以前の資料
● 東京府市區町村便覽

– 1939(昭和14)年
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地形図以前の資料
● 南多摩郡各町村縮図 町田市立自由民権資料館所蔵

– 1886(明治19)年
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地形図以前の資料
● 土地宝典

– 公図と土地台帳を元に地番・地目・地積を
記載した地図

– 「東京都町田市土地宝典（忠生・堺地区）」
● 町田市立自由民権資料館所蔵
● 1962(昭和37)年発行
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地形図以前の資料
● 東京都町田市土地宝典（忠生・堺地区）本文
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地形図以前の資料
● 東京都町田市土地宝典

（忠生・堺地区）目次
– 本文と目次で字形が異なる

● 町田市役所資産税課で土地宝典を
所有していた時期があった
– 現在は破棄
– 地名調書の典拠になった可能性？
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地形図以前の資料
● 旧々公図 明治期？

– 東京法務局町田出張所所蔵
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地形図以前の資料
● 土地台帳

– 東京法務局町田出張所所蔵
– 明治期～昭和40年代
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地形図以前の資料

昭和参拾八年七月
本番の壱から分筆

昭和参拾九年六月
本番の四から分筆
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地形図以前の資料
壱〇四〇の拾番
昭和参拾七年七月

壱〇四〇の壱四番
昭和四拾年四月

● 土地台帳にはさまざまな異表記が現れる
– 表記ゆれが起こりやすい字形だった？

● 異表記のひとつが土地宝典や地名調書、
地形図に現れていった

● 公的な地図や事典に採用され、入という
もっともらしい部首も与えられたことで
「本来の字形」として定着しかけた一例
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地図に50年間載り続けた異表記

2018/6/21
https://twitter.com/pededeck/status/1009451789043695618

https://twitter.com/pededeck/status/1009451789043695618
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地図に50年間載り続けた異表記
● 2018/7/18 国土地理院、地理院地図を修正
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ご清聴ありがとうございました
● 稀少地名漢字リスト

– 日本全国の地名に現れる難字を
好き勝手に集めたウェブサイトです

– http://pyrite.s54.xrea.com/timei/

http://pyrite.s54.xrea.com/timei/


利用素材など
● icooon-mono https://icooon-mono.com/
● 白地図専門店 https://www.freemap.jp/
● Google Maps https://www.google.com/maps/
● Wikipedia https://ja.wikipedia.org/
● 地理院地図 https://maps.gsi.go.jp/

https://icooon-mono.com/
https://www.freemap.jp/
https://www.google.com/maps/
https://ja.wikipedia.org/
https://maps.gsi.go.jp/

